
件 件 件 件

千円 千円 千円 千円

当該年度 前々々年度

2 1 2

前年度 前々年度

※１：金額総額であり、複数の団体等に交付している場合、個々の団体等への交付額等を示すものではありま
せん。なお、当該年度は当初予算額を記載しております。また、前年度決算額について、補助額の確定が未了
のものは、交付件数および交付決定額を外数として（）書きで記載しております。

643 1,165 2,388

前年度補助事業
の主な実施概要

21,200

パイプハウスの遮光ネットを設置した。
①遮光ネット設置(５戸）約4,300㎡
②遮光ネット設置（７戸）約11,300㎡

補助金交付
による効果

交付状況等
【上段：交付件数】

【下段：決算】
（※１）

終期を延長する
理由

　本事業は，野菜・花きを主軸とした収益性の高い都市型農業を育成し，野菜・花き・果
樹の施設化等を推進することを目的としている。
　また，本事業は農業関係施設の整備を行うことで農業経営の向上と農産物の市民へ
の安定供給に貢献してきた経緯がある。
　今後も本市園芸農業の持続的発展を図るために継続して栽培施設等の整備が必要
であるため，本事業の存続が必要と判断したもの。

交付対象経費及び
補助金の算定方法等

　□　定率

【補助対象経費、補助金額の算定方法】
　〇補助対象経費
　　・ 園芸施設整備事業実施要領に定められているハウス栽培施設等の整備に
要す
　　　る経費。
　　・施設園芸用暖房機（ヒートポンプ）への更新及び生分解性マルチフィルム購
入経
　　　費。
〇補助金額算定方法
　［営農集団等］
　　1/3　～ 1/2　以内

（間接補助の場合）
間接補助とする理由
及び再交付先への配

分基準、審査基準

 【間接補助の理由、再交付の配分基準・審査基準】

補助金の目的
及び

補助対象事業

【補助金の目的】
　野菜・花きを主軸とした収益性の高い都市型農業を育成し、農業経営の向上と、市民への安定
供給を図るとともに、園芸作物への転作の円滑な推進を図ることを目的としている。

【補助対象事業】
　野菜・花き・果樹栽培に必要なハウス栽培施設
　その他市長が認めるもの

補助金の終期 令和2 年度 延長回数 1 回

（非公募の場合）
非公募の理由

補助目的を達成し得る事業実施主体が限定されるため。

補助開始年度 昭和47 年度 経過年数 49 年度

交付先決定方法 　　□　非公募
（公募の場合）

公募時期

（公募の場合）
応募要件

       補助金調書

補助金名 園芸施設整備事業補助金 担当課
（連絡先）

農林水産局総務農林部農業振興課
（ＴＥＬ　７１１－４８５２　）

交　付　先 □　団体
営農集団又は福岡市農業協同
組合，福岡市東部農業協同組
合

区分 建設費に対する補助金


	様式【新】

